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ふ
頭
大
な
意
義
を
有
し
て
い
る

力
ら
で
あ
り
ま
す
且
下
住
鵬
挽

に
つ
い
て
少
し
く
解
説
彩
試
み

市
民
税
と
は
ど
う
ゆ
う
も
の
で

如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
賦
課

さ
れ
る
か
と
云
う
こ
と
を
申
上

げ
市
民
各
位
の
御
協
力
を
御
願

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す

住
民
税
は
均
等
制
と
所
得
制
と

に
よ
っ
て
柚
成
さ
れ
て
お
り
ま

す
均
等
別
は
応
結
的
原
則
を
基

調
と
し
て
お
る
の
に
対
し
所
得

割
は
応
能
的
性
格
を
有
し
て
お

り
ま
す

ま
ず
均
等
割
に
つ
い
て
見
ま
す

と
市
内
に
住
叶
を
有
し
前
年
に

お
い
て
い
く
ら
か
で
も
所
得
を

有
し
た
者
Ｇ
成
年
岩
で
あ
れ
ば

す
べ
て
均
等
側
の
納
税
の
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
前
に

も
述
〆
へ
た
よ
う
に
住
民
税
の
特

質
た
る
負
搗
分
任
の
精
榊
を
も

つ
と
も
端
的
に
表
現
し
て
お
る

も
の
で
あ
り
ま
し
て
成
年
昔
は

そ
の
一
人
々
七
が
す
べ
て
納
税

の
義
務
を
負
う
と
云
う
元
の
世

帯
主
、
王
義
と
煙
っ
て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
従
っ
て
成
年
者

で
あ
る
限
り
市
の
經
蛮
の
分
信

に
任
じ
こ
の
負
捲
の
分
任
を
通

じ
て
地
方
自
治
へ
の
積
極
的
な

参
加
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
均
等
荊
の
税
率
は
自
治
体

の
人
口
灰
分
に
よ
っ
て
異
り
ま

六
〃
は
師
民
税
の
節
一
期
納

期
で

あ
り
ま
す
住
雌
職
は
他
の

税
と
異
り
市
民
全
般
が
愛
益
に

対
寸
為
負
囎
を
分
恢
寸
ろ
と
云

こ
‐
と
‐
し
の

燕
民
税
に
つ
い
て

次
に
所
偲
荊
に
つ
い
て
は
所
得

税
抓
或
は
所
得
額
を
課
税
標
準

と
し
て
お
り
ま
す
従
来
の
住
民

税
は
所
得
割
管
産
劉
見
立
劉
等

か
ら
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
見

立
割
に
つ
い
て
は
色
煮
問
題
か

あ
り
沓
産
削
に
つ
い
て
は
固
定

資
産
税
の
創
殻
に
よ
っ
て
存
続

し
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
よ
っ
て
現
行
の
税
法

で
は
左
の
五
澗
頬
の
方
法
に
改

正
さ
れ
て
お
る
の
で
す
が
そ
の

い
づ
れ
の
方
法
を
採
用
す
る
か

は
市
の
財
政
の
状
況
等
よ
り
自

由
に
撰
択
が
委
ね
ら
れ
て
お
り

ま
す
五
つ
の
課
税
方
法

と
は
・
・
・
‐
：

①
所
得
税
瓢
を
課
税
標
準
と
し

て
算
定
す
る
場
合

第
一
課
税
法
式

②
綱
所
得
金
餌
か
ら
所
得
税
法

の
規
定
に
よ
る
各
種
控
除
を

し
た
金
額
を
課
税
標
準
額
と

し
て
算
定
す
る
場
合

第
二
課
税
方
式
本
文

③
綱
所
得
金
制
か
ら
基
礎
控
除

の
み
を
控
除
し
た
金
額
を
課

税
標
準
と
し
て
算
定
す
る
場

《
ロ

第
二
課
税
方
式
但
書

④
②
の
金
額
か
ら
所
得
税
額
を

控
除
し
た
金
額
を
課
税
標
準

す
が
木
市
の
場
合
は
三
○
○
円

（
市
民
税
二
○
○
円
、
県
民
税

一
○
○
円
）
と
な
っ
て
お
り
玄

辛
ｑ
／
◎

１間
こ
こ
に
附
加
え
で
申
上
げ
て

お
き
た
い
こ
と
は
今
回
（
第
二

十
六
回
）
の
通
常
国
会
に
お
い

て
所
得
税
法
の
大
改
正
が
行
は

れ
所
謂
一
千
億
円
の
減
税
が
実

現
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
從
っ

て
所
得
税
を
基
礎
と
し
て
課
税

額
と
し
て
算
定
す
る
場
合

等
三
課
税
法
式
本
文

⑤
③
の
金
額
か
ら
所
得
税
額
を

控
除
し
た
金
額
を
課
税
標
準

額
と
し
て
算
定
す
る
場
合

第
三
課
程
方
式
但
書

当
市
は
現
在
第
一
課
程
方
式
を

採
用
し
て
お
り
ま
す

課
税
率
は
（
市
民
税
百
分
の
十

五
、
県
民
税
百
分
の
六
）
計
百

分
の
二
十
一
と
な
っ
て
お
り
ま

七’六 五’四｜納十
二
月
一

一

月

十

月

十｜ ブT 八二
月
所
得
税

◎
伸
ぴ
よ
高
萩

月 月 月
一
所
得
税

月
一 月
一
一
県
民

月 月期

所
得
税
－
２
期
事
業
税
（
個
人
）

国

主
要
国
税
及
地
方
税
の
納
期
一
覧
表

’
税

県
民

具

県
民
税

１
期
事
業
税
〔
個
人
〕

県

民

税

甥
市
民
税

県
民
税
百
分
の
七
、
五
）
計
両

分
の
二
十
六
に
昭
和
三
十
四
年

度
以
降
（
市
民
税
百
分
の
二
十

喋
民
税
百
分
の
八
）
計
百
分
の

二
十
八
に
改
正
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
第
二
、
第
三
課
税
方
式

に
つ
い
て
も
夫
為
納
税
の
均
衡

を
保
ち
増
税
と
な
ら
な
い
よ
う

さ
れ
て
い
る
住
民
税
も
来
年
産

（
昭
和
三
十
三
年
度
）
よ
り
大

幅
に
械
税
と
な
る
こ
と
に
な
り

ま
す
然
し
こ
れ
に
代
る
財
源
を

与
へ
ら
れ
な
い
限
り
地
方
財
政

ほ
破
綻
を
来
す
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
て
大
幅
な
減
收
を
回
避

す
る
た
め
第
一
課
税
方
式
に
よ

る
標
準
税
率
を
昭
和
三
十
三
年

度
（
市
民
税
百
分
の
十
八
、
五

壬仔

税 税

噸

市

民

固
定
資
一

部
市
計
蒜

自
纒
車 一躍

市

・
細
症
読
嘩
繩

麺
症
濫
醒
識
④

翌
年
二
月
竹
一
日
か
ら
末
日
限
り

4期 輌
購
鰯
附
隆

理

市

民

税

第一 艶
二二

(/）

岬

ｂ

第
駒
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
限
り

市

民

税

蝉
癖
咋
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一

li 荷
車
税
一

税

す
な
納
税

税
一
節
一
一
蝿
一
・
一
十
一
ｎ
か
、
ｈ

３
一

都
三
期
Ｌ

十
月
二
十
一
日
か
ら
川
一
日
限
・
り

艶
三
期 期

七
月
二
十
一
日
か
ら
川
一
日
限
り

十
二
月
腓
一
日
か
ら
川
一
日
限
り

期
八
月
二
十
一
日
か
ら
川
一
日
限
り

五
月
二
十
一
日
か
ら
川
一
日
限
町

上
の
事
項
御
了
解
の
上
特
段
の

御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す

筒
紙
面
の
都
合
に
よ
り
簡
単
に

あ
ら
す
じ
を
説
明
申
上
げ
た
の

で
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
な
点
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
市
税
務
課

に
て
御
尋
れ
下
さ
れ
ば
幸
と
存

じ
ま
す

標
準
税
率
が
定
め
ら
れ
且
つ
地

方
財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
改

正
さ
れ
て
お
り
ま
す

住
民
税
は
固
定
資
産
税
と
共
に

唯
一
の
市
の
財
源
で
あ
り
ま
す

こ
の
納
税
成
績
の
可
否
は
直
ち

に
市
の
財
政
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
こ
の
市

報
が
皆
さ
ん
の
御
手
許
に
届
く

こ
ろ
は
徴
税
令
書
も
配
付
さ
れ

る
こ
と
と
恩
は
れ
ま
す
の
で
以

糊

’
1

期

I

一
下
日
限
り

限

－93－
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一
市
議
会
全
員
協
議
会

去
る
五
月
二
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
市
役
所
に
お
い
て
市
議
会
一

一
全
員
協
議
会
を
開
催
、
市
庁
舍
建
設
特
別
委
員
会
及
び
工
場
誘
二

一
致
特
別
委
員
会
の
委
員
の
改
組
と
新
た
に
駅
東
の
新
設
小
学
校
一

建
設
特
別
委
員
会
を
構
成
し
た
今
後
は
こ
れ
ら
の
実
行
委
員
に
》
一

よ
っ
て
そ
れ
人
、
の
事
業
尭
擢
当
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
委
華

“
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

◎
市
庁
舍
球
設
特
別
委
員
会
根
本
腎
夫

大
部
重
高

委
員
長
矢
代
良
三

委
員
長
矢
代
良
三

副
委
員
長
木
内
幹

委
員
岩
本
啓
次
〃

豊
田
武
門

佐
藤
正

樫
村
之
男

穂
積
政
次

渡
辺
東
治

鈴
木
道
雄

吉
田
秀
吉
○
燕

小
松
正
治
垂

◎
小
学
校
雄
設
特
別
委
員
会
庁

委
員
長
矢
代
光
史

ｑ

副
委
員
長
川
松
光
彦
拝

委
員
大
和
田
知
之

幸

上
田
肋
重
芦

舟
生
一
郎
辰
｛

三
代
進

中
鳥
豐

へ
一
刑
・
、
ア
〃
し
〆
一

錨
緬
鈍
燕
◎
十

吉
田
秀
吉

小
松
脈
沿

◎
工
場
誘
致
特
別
委
貝
会

委
員
長
渡
辺
伝

副
黍
員
長
鈴
木
藤
雄

姿
員
下
山
田
栄
三
郎

餅
和
武
雄

大
久
保
蒲

柳
沢
良
助

○
苗

；

Iｌ
新
建
設
委
員
決
る
ｌ

代
も
す
ぐ
／
、
と
育
っ
て

き
た
。
淵
の
手
も
借
り
た
い

田
樅
も
Ｈ
の
前
だ
。
い
そ
が

し
い
が
油
断
か
で
き
な
い
の

は
病
需
虫
で
あ
る
。
稲
作
増

收
の
基
礎
で
あ
る
苗
作
り
に

大
き
な
障
害
と
な
る
の
は
病

害
虫
、
果
樹
な
ど
は
、
い
ま

や
ら
れ
た
ら
今
年
一
年
だ
め

に
な
る
。
そ
れ
ら
の
病
害
虫

対
策
を
考
え
て
み
よ
う
。

◎
苗
代
の
病
許
虫

苗
代
の
炳
鍔
虫
は
、
充
分
に

防
除
し
て
お
か
な
い
と
、
本

田
に
持
ち
こ
ま
れ
て
、
思
わ

ぬ
被
害
を
５
け
る
〕
さ
い
わ

い
苗
代
で
の
除
防
は
木
田
に

く
ら
べ
る
と
勢
力
、
經
費
が

ほ
ぼ
二
十
分
の
一
く
ら
い
で

す
む
か
ら
、
い
ま
や
っ
て
お

け
ば
本
田
の
經
費
も
少
な
く

て
倍
む
か
ら
苗
代
で
の
防
除

こ
れ
‐
か
ら
の

病
害 I

塚
本
善
七
郎

吉
田
秀
吉

小
松
正
治

拝
池
川
酒
鼎
及
改
修
問
題
を
と

り
あ
ぐ
谷
地
川
問
題
協
議
会
代
表
者

祁
長
吉
衛
氏
外
十
三
名
の
関

係
者
か
ら
出
さ
れ
た
谷
地
川

清
帰
及
改
修
に
関
す
る
陳
情

に
つ
い
て
市
議
会
は
こ
れ
ら

陳
情
者
の
要
望
意
見
を
聞
き

本
件
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と

し
直
ち
に
文
教
厚
生
委
員
会

及
雄
設
委
員
会
の
両
委
員
会

へ
付
託
し
た
。

一
版

簿
黙

虫
″

を
完
全
に
や
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

○
ま
ず
多
い
の
は
苗
イ
モ
チ

願
も
み
を
消
毒
し
て
も
、
被

害
ワ
ラ
等
で
も
伝
染
す
る
。

こ
れ
に
は
六
斗
式
過
石
灰
ボ

ル
ド
ー
液
に
展
着
剤
を
加
え

て
か
け
る
の
も
よ
い
し
、
最

近
は
有
機
水
銀
剤
（
ミ
ク
ロ

ゲ
ソ
、
リ
オ
ゲ
ン
な
ど
二
○

禰
軸
あ
る
〕
鮒
水
銀
剤
、
釦

剤
な
ど
数
多
く
で
て
い
る
。

発
生
前
の
予
防
か
ら
や
る
と

細
剤
が
薬
害
も
噂
く
て
よ
い

が
発
炳
し
て
か
ら
は
水
銀
剤

の
方
が
効
き
め
が
あ
る
。
常

発
地
で
は
第
一
回
を
本
葉
三

１
門
枚
の
と
き
、
あ
と
は
と

き
ど
き
下
葉
な
ど
を
し
ら
べ

て
病
斑
が
出
た
ら
す
ぐ
か
け

る
と
よ
い
。

ゴ
マ
葉
枯
病
は
、

栄
養
不
足
の
と
き
に
出
や
す

い
。
そ
の
根
本
を
改
善
す
る

と
と
も
に
、
ひ
ろ
が
る
と
き

は
銅
剤
か
銅
水
銀
剤
を
か
け

る
。

○
黄
化
イ
シ
ク
病
、
白
蕊
枯
病

は
、
冠
水
し
た
と
き
に
お
こ
る
の

で
、
水
が
ひ
い
た
直
後
、
銅

剤
か
銅
水
銀
剤
を
か
け
る
。

○
滴
気
の
な
か
だ
ち
す
る
ウ
ン

カ
類
、

苗
代
で
は
発
炳
し
な
い
が
、

こ
の
こ
ろ
感
染
す
る
の
は
イ

シ
ク
病
や
、
シ
マ
葉
枯
病
、

こ
れ
は
ツ
マ
グ
戸
ヨ
コ
バ
イ

と
、
ヒ
メ
ト
ヒ
ウ
ン
カ
か
、

な
か
だ
ち
す
る
パ
ィ
ラ
ス
病

だ
。
ウ
ン
カ
期
に
は
Ｂ
Ｈ
Ｃ

一
”
粉
剤
を
、
シ
マ
グ
ロ
ョ

ゴ
バ
イ
に
は
ｒ
Ｂ
粉
剤
を
か

け
る
。
パ
ラ
チ
オ
ソ
な
ら
一

層
効
め
が
あ
る
。
こ
れ
を
種

ま
き
後
二
週
間
日
か
ら
一
週

間
お
き
に
か
け
る
と
メ
ィ
虫

そ
の
他
も
み
な
厩
除
で
き
る

寒
冷
地
に
で
る
ド
ロ
ォ
ィ
、

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
に
は
Ｂ
Ｈ
Ｃ

剤
、
パ
ラ
チ
オ
ソ
剤
か
よ
い

い
づ
れ
も
み
つ
け
次
第
早
め

に
、
そ
し
て
共
同
で
防
除
す

る
こ
と
が
一
番
効
果
も
あ
り

結
局
は
得
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。

◎
モ
モ
の
縮
難
病
と
ア
ブ
ラ
ム

シ
、
葉
か
．
火
ぶ
く
れ
の
よ
り
に
ふ

く
れ
上
っ
て
、
・
日
い
粉
が
で

き
る
の
が
縮
葉
瓶
、
》
」
れ
に

は
芽
か
出
る
前
か
ら
泊
灰
硫

黄
合
剤
を
か
け
て
お
く
の
も

大
切
だ
が
、
花
が
二
分
咲
き

位
の
と
き
充
分
か
け
る
。
ま

た
確
実
な
の
は
、
病
蕊
を
み

つ
け
次
第
に
、
つ
み
と
る
こ

と
だ
。
こ
の
こ
ろ
ア
プ
ラ
虫

の
卵
が
か
え
る
の
で
ボ
ル
ド

ー
液
に
パ
ラ
チ
オ
ソ
剤
や
ニ

ッ
カ
リ
ソ
等
を
ま
ぜ
て
か
け

る
と
両
方
を
防
げ
る
。

◎
ブ
ド
ウ
の

コ
ク
ト
ウ
病
に
は
四
斗
式
ボ

ル
ド
ー
液
の
散
布
サ
ル
ハ
ム

シ
、
ブ
タ
｜
ア
ソ
ヒ
メ
ヨ
コ
パ

イ
に
は
Ｄ
Ｄ
記
八
○
○
倍
液

を
か
け
る
。

◎
ミ
カ
ソ
に
は

ダ
’
一
退
治
に
硫
憧
合
剤
の
四

○
倍
液
や
Ｄ
Ｎ
乳
剤
千
五
百

倍
か
ら
二
千
倍
を
か
け
る
。

ソ
１
カ
旗
に
は
大
斗
式
や
石

灰
ボ
ル
ド
ー
を
薄
く
て
も
て

い
れ
い
に
か
け
る
が
よ
い
。

◎
柿
の
落
葉
病
を
防
ぐ
に
は

六
月
上
、
中
旬
に
十
日
お
き

程
度
に
、
一
石
式
過
万
灰
ボ

ル
ド
ー
液
を
散
布
す
る
。

○
炭
州
病
は
富
有
柿
の
よ
う
な

優
良
種
が
特
に
か
上
り
や
す

く
大
低
の
品
寵
で
も
こ
の
病

気
に
は
弱
い
。

伝
染
期
の
六
、
七
月
と
九
月

に
三
、
四
回
一
石
式
過
石
灰

一
○
十
日
は
「

一
醇
却
」
醗
榊

》
せ
で
す
。

一
日
を
櫻
会

一
使
い
交
し

畢
○
風
水
害
天

《
に
や
っ
て

》
く
る
と
よ

》
一
く
い
わ
れ

一
主
す
が
最

受
近
は
そ
ん

号
の
Ｆ
は
あ

）
入
り
か
ら

》
行
事
の
上

○
十
日
は
「

主すが最
時
の
記
念
日
」
で
○
農
家
の
皆
さ
ん
、
こ
用
心
。
農

一
す
。
時
間
に
対
し
て
ル
ー
ズ
筆
期
に
多
い
犯
罪
と
い
え
ば

一
な
こ
と
は
日
本
人
の
悪
い
く
あ
き
ず
忍
び
こ
魂
、
押
売
り

一
せ
で
す
。
「
時
」
の
反
省
の
な
ど
で
す
。
農
家
自
身
の
不

一
日
を
櫻
会
に
時
間
を
有
効
に
断
の
注
意
ば
も
ち
ろ
ん
で
す

一
使
い
交
し
よ
う
。
が
隣
り
同
志
の
協
力
か
必
要

一
○
風
水
害
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
で
す
。

．こやつ亡

ｉ
１
つ
待
ち
か
ね

’
○
待
ち
か
ね

‘吟

I

Ｉ

近
は
そ
ん
な
生
や
さ
し
い
も

の
Ｆ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
梅
雨

入
り
か
ら
秋
に
か
け
て
年
中

行
事
の
よ
う
に
や
っ
て
き
ま

す
か
ら
、
個
人
の
防
災
意
識

の
昂
揚
と
平
素
の
備
え
か
肝

心
で
す
。

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

廣
報
メI ｜

’
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布
す
る
ほ

か
被
害
枝
果
実
な
ど
の
処
分

を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
で
あ

ブ
ハ
》
Ｏ

○
へ
た
む
し
は
全
国
至
る
所
に

発
生
し
、
あ
ら
ゆ
る
品
種
を

食
害
す
る
害
虫
で
年
二
回
発

生
す
る
。
柿
の
粗
皮
の
下
で

繭
と
な
っ
て
越
冬
し
幼
虫
と

な
っ
て
一
匹
で
四
、
五
個
に

被
害
を
与
へ
る
。
発
生
前
に

砒
酸
鮒
か
パ
ラ
チ
オ
ソ
或
は

Ｄ
Ｄ
配
剤
な
ど
を
散
布
す
る

と
と
も
に
被
筈
果
は
発
見
次

第
摘
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。

◎
野
菜
の
主
な
病
害
に
つ
い
て

は湿
度
の
高
い
梅
雨
期
は
庵
原

菌
の
発
育
に
は
好
適
に
な
り

ま
す
か
ら
常
に
薬
剤
散
布
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
。
主
な
病

害
は
瓜
類
の
炭
素
病
、
疫
病

胡
瓜
の
黒
星
病
、
蔓
割
病
、

ト
マ
ト
の
疫
病
、
青
枯
病
、

カ
ビ
燗
、
尻
腐
れ
病
等
で
す

が
、
こ
れ
ら
は
ボ
ル
ド
ー
液

や
ジ
ネ
プ
剤
等
を
散
布
し
て

予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

’
た
ら
ｌ
と
垂

皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ
の
計
画
を
〉

た
て
Ｌ
い
る
人
も
勘
り
業
し
》

よ
う
が
、
使
っ
て
し
主
つ
た
》

ら
そ
れ
ま
で
堂
す
、
ふ
だ
ん
《

は
な
か
ノ
ー
、
で
き
な
い
貯
金
一 一

を
、
こ
の
際
ふ
や
し
て
将
来
》

に
役
立
た
せ
る
』
」
と
臆
ど
う
一

で
し
ょ
う
か
。

ゾ
ー

モ
た
ボ
１
ナ

ス
が
入
つ

ノロ
Ｊ
ｌ
８
Ｉ
ｂ
Ｐ
１
ｐ
Ｉ
り
ｆ
１
Ｉ
Ｅ
ｆ
ｂ
〃
●
￥
〃
Ｉ
ｌ
１
Ｊ
Ｖ
Ｉ
ｆ
↑ 口軍一一～～～一一一
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力
な
い
よ
う
に
今
か
ら
物
心
と

も
に
川
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

計
量
軍
位
の
統
一
を

必
要
と
す
る
理
由

生
活
、
文
化
、
教
育
、
科
学
、

産
業
、
經
済
等
い
る
／
、
の
分

叫
の
計
量
漱
位
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
現
在
、
ど
ん
な
に
不
便

で
あ
り
有
形
無
形
の
損
害
が
毎

日
繰
返
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
例
は
’
’

一
、
物
を
買
う
と
き
米
は
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
」
パ
ン
は
「
斤
」

肉
、
岬
菜
は
「
匁
」
醤
油
は

「
リ
ッ
ト
ル
」
酒
は
「
升
」
洋

服
地
は
「
ヤ
ー
ル
」
和
服
地
は

鯨
尺
」
電
気
コ
ー
ド
は
「
メ
ー

ト
ル
」
と
い
う
雑
然
さ
で
あ
る

二
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
ス
ポ
ー
ツ

関
係
の
放
送
や
報
道
を
通
じ

て
耳
や
Ｈ
に
ふ
れ
る
計
量
単

位
で
陸
上
、
氷
上
は
「
メ
ー

ト
ル
」
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
「
フ
ィ
ー
ト
」
選
手
の
身

長
。
体
重
は
「
メ
ー
ト
ル
」

キ
ロ
グ
ラ
ム
」
筆
斗
は
「
ポ

ン
ド
」
相
挟
は
「
尺
貫
」
と

い
う
混
飢
ぶ
り
で
あ
る
。

三
、
農
産
物
の
生
産
高
農
家
の

米
の
収
入
は
斗
桝
で
計
ら
れ

》
１
ｉ
Ｉ
、
’
’
１
‐
‐
１
１
‐
１
．
１
．
日
“
０
１
０
・
‐
ｑ
１
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
１
１
ｌ
Ｈ
、
Ｐ
ｌ
ｌ
ｒ
１
Ｉ
１
ｆ
Ｉ
Ｊ
４
１
１
Ｉ
Ｔ
、
伊
込
１
》

’
一
メ
ー
ト
ル
法
の
統
一
に
つ
い
て
》

１
Ｉ
Ｂ
４
ｐ
〃
則
〃
＄
〃
、
Ｊ
１
ｆ
Ｊ
８
町
４
Ｊ
凡
Ｏ
ｒ
１
邸
Ｊ
Ｌ
Ｊ
８
Ｊ
、
ダ
ー
ク
も
Ｊ
、
少
Ｌ
Ｊ
●
１
１
Ｊ
、
Ｋ
ｌ
Ｅ
Ｊ
Ｌ
〃
Ⅱ
１
１
■
ｆ
１
‐
１
１
１
１
１
１
ト
ー
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｊ
４
上
‐
も
〃
Ｌ
０
ｆ
Ｊ
比
Ｌ
ｌ
Ｉ
ｒ
－

い
よ
い
よ
我
国
の
計
景
醜
位
は
買
上
か
ら
農
林
省
の
集
計
ま

昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
で
「
ギ
ロ
ゲ
フ
ム
」
、
生
産

久
↑
‐
ト
ル
法
が
実
施
さ
れ
る
こ
統
計
の
発
爽
は
「
羽
」
配
給

と
に
な
り
王
し
た
。
ほ
再
び
「
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
多

政
府
に
お
い
て
は
メ
ー
ト
ル
法
く
の
家
庭
下
使
う
と
き
は
「

統
一
に
つ
い
て
強
力
に
推
進
さ
升
」
一
‐
今
」
で
計
ら
れ
ろ
と

れ
る
の
で
メ
ー
ト
ル
法
に
習
熟
い
う
不
合
副
な
例
も
あ
る
。

し
猫
予
期
間
満
了
の
際
ま
ご
つ
何
よ
り
も
一
番
よ
い
計
量
単
位

力
な
い
よ
う
に
今
か
ら
物
心
と
だ
と
し
て
学
校
で
習
っ
た
メ
ー

『

ト

ド

農
繁
期
に
は
す
べ
て
の
鶚
仇

が
集
約
的
に
や
っ
て
き
ま
す
の

で
、
平
素
以
上
の
栄
養
を
確
保

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
最
近
農
家
の
農
繁

期
に
お
け
る
栄
徒
の
摂
取
状
況

は
農
閑
期
よ
り
も
劣
っ
て
い
な

い
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
農
繁
期
後
の
障
害
が
あ
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
食
事
に
欠
陥

の
多
い
農
閑
期
と
の
比
較
だ
け

で
は
農
繁
期
の
家
族
の
等
仙
と

生
活
に
要
求
さ
れ
る
だ
け
の
栄

養
か
足
り
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
一
般
に
股
村
の
人

は
早
老
で
あ
り
、
ま
た
清
ら
か

な
自
然
の
雌
境
に
育
ち
な
が
ら

農
村
の
児
童
は
都
市
以
上
の
栄

養
的
な
障
害
が
み
ら
れ
る
事
実

を
み
て
も
そ
の
辺
の
事
情
瀞
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
繁
期
の
熱
量
の
補
給
も
主

食
だ
け
に
よ
ら
ず
、
脂
肪
を
加

え
て
で
き
る
だ
け
食
物
の
「
カ

サ
」
を
少
く
し
質
的
に
食
物
を

工
夫
し
た
方
が
激
し
い
勢
仇
を

農
繁
期
の
食
生
猛
は

…
…
…
…
ｇ
…す

る
場
合
は
腹
も
ち
が
よ
く
、

等
仇
の
能
率
も
向
上
す
る
し
健

康
上
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し

ま
す
。ま
た
静
仇
に
は
蛋
白
質
（
血

や
肉
の
も
と
〕
が
特
に
必
要
だ

と
い
り
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
出
家
の
平
素
の
食
事
に
は

不
足
し
が
ち
で
す
か
ら
、
全
体

の
栄
養
を
高
め
る
た
め
に
干
魚

大
豆
加
工
品
や
卵
な
ど
、
つ
と

め
て
食
べ
る
よ
う
に
い
た
し
ま

ス
ィ
ヱ
で
の
事

二
月
も
押
し
せ
ま
っ
た
、
肌

寒
い
あ
る
日
、
新
装
成
っ
た
高

萩
館
で
、
昨
今
と
み
に
有
名
な

作
家
、
石
川
達
三
先
生
と
、
私

達
胄
年
四
、
五
名
が
、
座
談
の

ト
ル
法
が
日
常
生
活
で
は
以
上

の
よ
う
な
不
便
に
ぶ
つ
か
り
不

合
理
と
知
り
な
が
ら
習
慣
に
屈

服
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
を
繰

返
し
て
い
る
。

こ
の
不
便
と
不
合
理
は
一
日
も

早
く
取
り
除
か
ね
ば
な
ら
な

い
そ
の
た
め
に
計
量
醸
位
を
統

一
し
な
け
れ
ば
駈
ら
な
い
が
そ

の
統
一
単
位
と
し
て
は
メ
ー
ト

ル
法
が
一
稀
す
ぐ
れ
て
い
る
と

い
う
の
か
メ
ー
ト
ル
法
採
用
の

根
本
理
由
で
あ
る
。

随想
…～…■～白 ヘ

謹
言三三二三三Ei了

目
…
…

拾
つ
れ
話

機
会
を
得
た
。
そ
れ
は
、
あ
る

雑
誌
の
原
稿
を
、
録
音
で
收
め

る
た
め
で
あ
っ
た
。

二
十
貧
は
、
ゆ
５
に
越
す
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
先
生
の
口
か

ら
、
流
れ
出
し
た
言
葉
は
、
意

外
に
も
静
か
で
、
と
も
す
れ
ば

し
よ
う
無
機
質
（
骨
や
歯
の
も

と
）
と
ピ
タ
ミ
ソ
の
含
ん
で
い

る
小
魚
、
海
草
、
緑
黄
色
菜
等

も
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
何
々
を
つ
く

っ
て
食
べ
よ
う
と
い
わ
れ
て
も

時
間
的
な
問
題
で
難
し
い
の
で

保
存
食
を
作
り
傍
力
時
間
の
節

約
と
家
族
の
栄
養
を
商
め
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
魚
の
な
ん
ば
ん
液
、

れ
り
ゑ
そ
、
佃
煮
、
す
り
、
こ
ま

き
な
粉
等
を
と
り
入
れ
家
族
の

嗜
好
に
あ
わ
せ
て
各
自
が
食
べ

た
い
だ
け
と
り
わ
け
て
食
べ
る

よ
う
に
す
れ
ば
個
人
的
な
調
確

も
で
き
ま
し
ょ
う
し
、
農
繁
期

栄
養
に
役
立
ち
ま
し
ょ
う
。

◎市民税｡縣民税
｜

’ 納期限こ＝s：

其套:::g: 6月30a

消
え
入
り
そ
う
に
低
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
話
を
紹
介
さ

れ
た
。一
‐
：
…
・
先
年
、
西
欧
を
旅
行

し
た
と
き
、
ス
イ
ス
へ
立
寄
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
お
る
街

の
小
さ
な
店
で
小
品
を
買
っ
た

ん
で
す
。
値
段
も
安
か
っ
た
の

で
、
着
色
し
て
あ
る
色
が
、
ど

う
せ
す
ぐ
さ
め
て
し
ま
う
ん
だ

ろ
う
と
思
っ
て
、
店
の
お
婆
さ

ん
に
き
く
と
、
そ
の
お
婆
さ
ん

は
キ
ッ
と
真
甑
に
な
っ
て
、
こ

う
言
う
ん
で
す
。

「
お
客
さ
ん
、
そ
の
品
物
に

メ
ィ
ド
イ
ン
ス
イ
ス
と
あ
る
の

に
御
気
付
き
な
い
で
し
ょ
う
か

こ
の
商
品
は
、
ス
イ
ス
製
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
に
、
私
は
確
信

と
誇
り
と
を
も
っ
て
お
り
ま
す

私
達
の
作
っ
た
商
品
で
、
私
達

の
国
の
名
菩
を
汚
す
様
な
こ
と

は
、
国
民
と
し
て
出
来
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
単
に

私
ひ
と
り
だ
け
で
な
く
、
全

国
民
の
希
い
な
の
で
す
ど
う

か
安
心
し
て
お
買
販
り
下
さ

い
Ｏ
」
．
．
・
・
・
こ
』
う
言
は
れ
て
、
私
は

少
な
か
ら
ず
感
銘
を
覺
え
、
ほ

ん
と
う
に
羨
ま
し
く
思
っ
た
こ

と
で
し
た
Ｏ
」

先
生
の
声
は
低
か
っ
た
け
れ

ど
も
私
達
の
頬
を
紅
潮
さ
せ
、

心
を
引
き
つ
け
て
行
く
だ
け
の

力
が
あ
っ
た
。

話
は
い
る
ノ
ー
、
と
縦
い
た
。

「
・
…
・
女
イ
ス
に
は
、
軍
隊

が
な
い
と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
が
き
い
た
所
に

よ
り
ま
す
と
、
そ
う
で
は
な
い

ん
で
す
。
普
通
、
小
数
の
常
備

軍
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
将
校
が

常
に
兵
役
義
務
の
あ
る
国
民
の

教
育
に
当
っ
て
い
る
。
国
民
は

一
年
の
う
ち
、
何
週
間
と
か
、

訓
練
召
集
の
日
が
あ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
か
ら
、
鉄
砲
を

か
つ
い
で
訓
練
に
参
加
し
、
そ

れ
が
終
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
我
が

家
へ
鉄
砲
を
收
め
、
勤
め
に
も

ど
る
。
だ
か
ら
、
兵
隊
と
い
っ

て
も
、
ひ
と
ご
と
で
な
く
、
誰

か
瞳
国
を
守
っ
て
く
れ
る
ん
だ

ろ
う
と
い
う
様
な
傾
向
は
全
く

な
い
。
自
分
達
の
手
で
自
分
達

の
国
を
守
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
、
実
に
し
っ
く
り
し
て
い
る

ら
し
い
ん
で
す
。
」

渋
み
の
あ
る
声
が
、
い
く
ぶ
ん

高
ま
り
、
一
旬
々
々
が
、
私
の

胸
を
笑
き
抜
い
て
、
話
は
道
徳

か
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
言
葉
と
と

も
に
、
愛
国
心
へ
と
結
ば
れ
て

行
っ
た
。
山
寺
の
ジ
ュ
ー
ス

昨
年
の
十
一
月
に
、
文
教
厚

生
関
係
の
市
会
議
員
が
、
東
北

の
二
、
三
の
市
の
行
政
状
況
を

視
察
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幸

い
、
私
も
そ
れ
に
随
行
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

一
行
は
約
八
名
ほ
ど
で
あ
っ

た
が
、
折
角
の
機
会
だ
か
ら
と

帰
途
山
寺
（
山
形
県
）
に
立
寄

っ
た
。
こ
の
山
寺
は
、
山
寺
駅

の
目
の
前
に
窪
え
立
つ
、
宝
珠

山
の
山
腹
に
あ
る
も
の
で
、
西

暦
八
六
○
年
（
今
か
ら
約
千
百

年
前
）
慈
覺
大
師
の
開
基
に
な

る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

比
叡
山
、
延
暦
寺
の
別
院
と
し

て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の

だ
と
い
う
。

け
わ
し
い
、
岩
万
ま
じ
り
の

山
を
よ
ぢ
登
っ
て
行
く
の
で
あ

る
が
、
途
中

静
か
さ
や
岩
に
泌
み
入
る

蝉
の
声
芭
蕉
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な
ど
、
石
に
き
ざ
み
こ
ま
れ

た
名
句
な
ど
が
散
見
さ
れ
た
。

こ
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
一

行
は
年
剛
者
が
鐸
か
つ
た
の
で

多
分
、
途
中
渦
を
畳
え
る
事
だ

ろ
う
と
思
い
、
山
競
の
あ
る
店

に
入
り
、
ジ
ュ
ー
ス
を
求
め
た

そ
れ
を
持
っ
て
蕊
ろ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
値
段
を
き
い
て
み

ろ
と
、
安
い
の
と
高
い
の
と
、

二
通
り
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で

ど
う
せ
ノ
ド
を
漂
す
程
度
な
ん

だ
か
ら
と
、
気
安
く
考
え
て
、

安
い
万
の
を
求
め
た
。
高
い
と

い
っ
た
方
は
、
馬
鹿
す
ぎ
る
程

高
い
と
思
っ
た
せ
い
も
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
途
中
で
小
休
止
し

ジ
ゴ
－
ス
の
口
を
き
っ
て
股
す

と
、
一
Ｍ
異
口
岡
・
背
に
、
「
こ

ん
な
腐
っ
た
賂
の
：
…
・
」
と
い

う
。
は
ぜ
、
と
思
っ
た
が
、
私

も
試
み
に
と
、
一
口
含
ん
で
み

る
と
、
思
は
ザ
叱
き
川
し
て
し

ま
っ
た
。
腐
敗
し
て
い
ゞ
た
か
ら

か
、
元
来
、
味
か
不
柵
来
な
の

か
は
別
と
し
て
．
と
に
か
く
飲

む
に
恥
え
な
か
っ
た
。

私
は
い
さ
Ｌ
が
の
仙
汕
〃
↑
禁

じ
得
な
か
っ
た
。
下
川
十
る
な

り
、
ジ
ュ
ー
メ
奔
趾
。
た
祈
り

私
の
胸
勘
定
で
は
、
大
概
な

ら
謝
っ
て
金
を
戻
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
傍
に
い
た
店
員
が
ず
い
分

田
舎
者
だ
な
あ
と
い
う
表
帷
た

手
八
」

主
人
一
公
に
云
っ
た
り

「
先
程
の
ジ
ュ
ー
ッ
ミ
噸
つ

た
様
で
、
主
。
つ
く
て
鮒
砧
・
な
い

の
で
、
み
ん
な
橘
て
、
さ
ま
し

つ
ぷ
・
り
で

「
だ
か
ら
安
い
と
言
っ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
商
い
方

を
買
っ
て
ば
え
ば
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
ん
で
ず
よ
」

同
幟
と
笑
い
な
が
ら
、
実
に

平
．
然
と
答
え
た
Ｕ
そ
の
巾
に
は

み
ど
ん
も
客
に
対
し
て
満
ま
な

い
と
い
う
様
な
態
腱
は
見
ら
れ

な
か
つ
一
た
。

私
は
、
む
つ
と
し
た
。

「
喪
け
れ
ば
、
川
に
恥
え
な

く
て
も
、
当
然
だ
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
ｏ
良
い
品
井
安
く
、

と
い
う
の
が
、
商
法
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
栢
勝
山
寺
を
目

ざ
し
て
参
机
す
る
人
は
、
相
当

な
数
に
の
ぱ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
中
の
幾
人
か
は
、

私
の
松
に
不
愉
快
な
思
い
出
を

こ
の
山
寺
に
止
め
る
こ
と
そ

し
よ
う
。
こ
れ
が
外
旧
人
だ
っ

た
ら
、
徴
方
は
、
旧
の
名
勝
古

・
凸
、
、
吟
、
】

跡
升
細
介
す
ろ
ど
こ
ろ
力
卯

を
紹
介
す
る
嫌
な
も
の
で
す
。

商
人
殖
と
い
う
咄
の
け
、
も
つ

と
立
派
な
も
の
で
泌
乃
“
憐
だ
と

思
い
ま
す
。

「
し
か
し
、
店
、
韮
か
ら
は
、

一
言
の
申
沢
も
な
か
っ
た
一
僻

を
〆
、
れ
て
、
店
を
川
よ
う
と

振
り
、
い
た
私
の
押
叩
に
、
ぜ

せ
ら
梵
う
帷
な
雁
仇
た
ち
の
声

が
、
Ⅲ
い
か
け
て
き
た
〕
一
だ

か
ら
、
高
い
〃
弁
闘
っ
て
下

さ
れ
ば
良
か
っ
た
ん
｝
缶
に
咄
咽
″
よ

・
：
・
・
・
」
私
は
、
頭
へ
き
そ
う
に
な
っ

た
が
一
行
と
の
仰
剛
を
つ
め
る

べ
く
、
歩
庇
を
早
め
た
。
折

し
も
、
遠
く
近
く
点
在
し
て
見

え
る
、
落
ち
残
っ
た
う
れ
柿
に

沈
み
か
け
た
夕
口
が
映
え
て
赤

々
と
美
し
か
っ
た
が
、
私
の
脳

裡
に
は
、
ふ
と
、
少
年
の
頃
小

説
で
読
ん
だ
「
吸
血
鬼
」
の
記

憶
が
よ
み
が
え
っ
て
い
た
Ｕ

ラ
ジ
オ
レ
ポ
よ
‐
り

つ
い
一
旭
刷
位
前
の
こ
と
で

あ
る
。
た
ま
ざ
か
の
休
み
を
得

た
の
で
、
書
食
後
の
ひ
と
と
き

を
、
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
、
何
気

な
く
ラ
ジ
オ
の
ス
ヰ
ッ
チ
を
捻

る
と
、
次
の
様
な
意
味
の
対
話

が
流
れ
て
き
た
り

「
没
刀
が
側
衛
隊
に
入
ろ
う

と
思
っ
た
動
機
は
？
」

「
は
い
．
，
．
：
・
家
に
い
て
も
、

な
か
な
か
就
職
明
容
易
で
あ
り

ま
せ
入
し
・
・
：
．
．
」

「
自
衛
隊
に
い
れ
ば
、
別
に

失
業
の
心
剛
は
な
い
わ
け
で
す

ね
…
…
」
「
：
…
・
は
脱
…
…
」
ど
う
や

ら
こ
の
青
年
は
、
失
業
対
莱

の
途
と
し
て
、
自
糊
隙
存
．
避
ん

だ
模
様
だ
っ
た
。

「
次
に
．
…
・
・
あ
な
た
は
？
」

「
は
い
、
・
・
‐
…
自
衝
隊
で
少

し
金
を
貯
め
て
、
そ
れ
を
学

資
と
し
て
、
大
学
へ
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

「
そ
れ
セ
は
あ
な
た
か
自
衛

隊
に
入
っ
た
の
は
、
ま
あ
、

ア
ル
ー
ハ
イ
ト
と
い
う
と
こ
ろ

な
ん
で
す
か
？
」

「
。
。
：
。
．
」

そ
の
外
も
つ
と
骨
糟
に
感

じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
ジ
オ

は
、
次
の
様
に
結
ん
で
い
た
。

「
・
‘
：
：
自
術
隊
に
入
っ
て
く

る
Ｈ
的
は
、
い
る
ｊ
、
と
異

っ
て
い
る
様
で
は
あ
る
が
、

昔
の
距
隊
と
い
う
も
の
を
知

っ
て
い
る
人
は
、
こ
れ
を
き

い
て
、
何
と
考
え
る
で
あ
る

壷
７
か
。
」

叩
の
韓
悪
は
別
と
し
て
、
ラ
ジ

オ
の
緑
行
構
成
は
、
こ
凡
で
音

樂
に
切
替
え
ら
れ
た
が
一
時
間

近
い
放
送
の
巾
、
と
う
と
う
国

を
守
る
た
め
に
、
と
い
う
言
葉

が
き
か
れ
な
か
っ
た
の
に
は
ち

ょ
っ
と
，
変
な
気
が
し
た
。

東
と
西
と

座
談
会
の
こ
と
な
ど
、
忘
れ

か
け
た
こ
の
・
こ
ろ
に
な
っ
て
、

雑
誌
「
地
上
」
を
手
に
し
、
た

ま
た
ま
、
こ
ん
な
話
を
思
い
出

し
た
主
で
瞳
、
別
に
ス
イ
ス
を

模
範
国
家
、
理
想
国
家
と
し
て

取
り
上
げ
た
意
志
は
、
毛
酬
な

い
。
け
れ
ど
も
、
地
球
半
分
へ

だ
て
ろ
と
、
こ
ん
な
に
も
考
え

方
が
漣
う
の
か
し
ら
と
、
言
い

知
れ
ぬ
淋
し
さ
を
蝿
え
る
の
で

あ
る
。山
寺
の
ジ
ュ
ー
ス
は
、
た
ご

例
に
ひ
き
合
は
さ
れ
た
だ
け
で

我
々
の
日
附
生
活
に
は
、
も
つ

と
悪
ど
い
、
も
つ
と
危
随
な
道

徳
の
た
い
は
い
が
見
、
ｂ
れ
ろ
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
吟
毎
日
の

新
聞
が
、
う
い
〉
｜
オ
が
如
実
に
そ

れ
ら
を
立
謹
し
て
い
る
。

社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
に
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
◇
法

律
と
い
う
お
き
て
が
あ
る
。
け

れ
ど
も
こ
れ
は
、
い
は
堂
他
力

に
よ
る
強
制
力
で
あ
っ
て
、
制

裁
規
定
、
義
務
規
定
は
あ
る
が

こ
れ
だ
け
に
よ
っ
て
ば
、
社
会

の
秩
序
を
保
狩
《
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
賦
制
力
侭
持
た

な
い
け
れ
ど
も
、
個
人
の
良
舳

に
よ
る
遊
徳
と
い
う
も
の
が
や

か
ま
し
く
要
諦
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。
法
律
に
触
れ
な
け
れ
ば

仙
人
に
ど
人
な
め
い
わ
く
を
か

け
て
も
よ
い
と
い
う
様
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
、
社
会
は
、
況
飢

す
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
道
徳
は
、
既
成

事
実
を
基
礎
と
し
て
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
封
建
的

保
守
的
要
素
を
多
分
に
奇
ん
で

い
る
。
け
れ
ど
蛸
、
良
く
か
み

し
め
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ

な
り
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
で

あ
ろ
う
古
き
も
の
に
も
、
一
片

の
理
く
つ
は
あ
る
筈
で
あ
る
。

ま
た
、
自
術
隊
な
ど
も
、
ず

い
分
問
題
に
さ
れ
な
が
ら
、
や

つ
と
車
隊
と
言
い
得
る
程
匪
の

１
賭
の
に
成
長
し
た
様
だ
Ⅷ
大
砲

よ
り
パ
ソ
を
、
と
い
う
国
民
の

声
を
よ
そ
に
、
こ
Ｌ
ま
で
成
長

す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
意
味

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
も
再

雁
備
と
い
う
こ
と
か
、
旅
ん
に

と
り
あ
げ
て
、
駁
が
れ
た
び
と

こ
ろ
、
私
な
り
に
随
分
と
考
え

た
こ
と
・
だ
っ
た
が
、
わ
か
ら
な

か
っ
た
・
し
か
し
、
こ
上
数
年

間
朝
鮮
の
問
題
、
ド
イ
ツ
の
問

魑
近
く
は
、
中
近
東
の
問
鼬
と

衝
界
の
情
勢
を
、
円
の
あ
た
り

に
知
ら
さ
れ
て
、
最
近
に
な
つ
一

て
、
ほ
ん
と
う
に
遅
ま
き
で
恥
↑

づ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
と
は
思
一

５
が
、
始
め
て
、
国
防
と
い
う
《

こ
と
の
重
要
性
を
、
縄
験
的
に
一

痛
感
す
る
の
で
お
る
。

勿
論
軍
備
の
規
模
は
、
国
家
一

經
滴
上
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
畦

必
然
的
に
制
約
は
受
け
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
当
然
で
》

あ
る
が
そ
れ
に
し
て
も
、
先
程
の
ラ
ジ
オ
レ
ポ
等
と
関
連
し
て
一

「
税
金
が
行
軍
し
て
い
る
一
と
一

い
っ
た
様
な
国
民
の
自
衛
隊
観
一

汚
恥
の
た
め
の
目
術
隊
と
い
つ
一

た
様
に
、
と
に
か
く
、
国
を
守

る
ゞ
へ
き
者
と
、
一
般
国
民
と
の

間
に
、
拭
う
べ
か
ら
ざ
る
感
情

の
へ
だ
た
り
を
感
ず
る
の
は
、

果
し
て
私
一
人
で
あ
ろ
う
か
。

×
×
×

自分の国の商品に、強い自信と、高い誇りを持つこ

と
の
で
き
る
ス
イ
ス
の
嗣
民
、

国
民
皆
兵
制
度
で
あ
り
な
が
ら

世
界
の
ど
の
国
か
ら
も
、
軍
国

主
義
国
家
な
ど
と
言
は
れ
ず
に

国
民
の
自
琵
に
蕊
い
て
、
自
分

の
岡
を
守
っ
て
い
く
ス
イ
ス
の

同
民
逢
、
私
は
ひ
ど
く
渋
ま
し

く
思
う
の
で
あ
る
。

商
船
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
軍
隊
の
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ

の
洗
練
さ
れ
た
、
伺
民
性
を
こ

そ
、
羨
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

社
会
福
祉
主
事
柴
田
耕
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